


尾瀬ヶ原湿原の「動ぎの田代（ゆるぎのたしろ）」の 
地形的特徴について
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　尾瀬ヶ原湿原には，歩くと足元が揺れて地下に水体の存在が知覚される「動ぎの田代（ゆるぎのた
しろ）」と呼ばれる地形がある．2019-2020 年に上田代の 2 地点，中田代の 1 地点で，地下水，周辺池
溏および地表水の採取と水質分析，地下の構造を把握する各種調査を実施した．3地点の動ぎの田代は，
共通して地表面の泥炭層の下部に水体の層があり，面的な広がりを持つことが推定された．また，動
ぎの田代は，中田代の「竜宮」に似た構造の地下水の湧き出す小池溏や，地表流の吸込み口となって
いる小池溏を伴っていた．動ぎの田代の成因解明には，「竜宮」に似た構造相互が泥炭層内でどのよ
うにつながっているのか明らかにしてゆくことが必要である．

The geographical features of a quaking bog “Yuruginotashiro” in the 
Ozegahara mire.

Masao Nagasaka1, Haruo Fukuhara2, Morihiro Takano3, Seiichi Nohara4

A quaking bog “Yuruginotashiro” is a micro topography in the Ozegahara mire, which quakes and shakes 
when someone walks on it. Physicochemical properties of ground water, pond water and surface water from 
three quaking bogs were analyzed in 2019-2020 and the soil explorations were carried out to document the 
geographical features of “Yuruginotashiro”. The survey revealed that large water bodies existed under the 
ground of “Yuruginotashiro”. “Yuruginotashiro” had a spring-fed pond and an inlet pond to the underground that 
was similar to the soil pipe structure of “Ryugu” in Nakatashiro area of the Ozegahara mire. To clarify the cause 
of “Yuruginotashiro”, it is necessary to investigate how the underground structures are connected in the peat 
layer. 
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1．はじめに

　尾瀬ヶ原湿原は群馬県，福島県，新潟県の県境にまた
がり，至仏山や燧ヶ岳など標高 2,000 m 級の山々に囲ま
れた標高約 1,400 m の盆地状の地形にある（図 1）．そ
の広さは東西 6 km，南北 2 km，面積 7.6 km2に及ぶ本
州最大の高層泥炭湿原となっている（Sakaguchi, 2005）．
尾瀬ヶ原湿原には様々な大きさと形状を持つ池溏があ
り，その大半の 1,800 を超える池溏に固有番号が割り振
られ，長期モニタリングが可能となっている（Kanai, 
1982; 金井，1999）．一方，池溏のようには湛水してはい
ないが，歩くと上下に揺れ動き，ズブズブとぬかって危
険を感じる場所が尾瀬ヶ原には数多くみられ，このよう
な場所を地元では「ゆるぎのたしろ」と呼んできた．
　この「ゆるぎのたしろ」という呼称について，武田

（1930）は尾瀬踏査の記録の中で「歩毎にこの水蘚の床
が動揺する．いはゆる「動ぎの田代」の本體はかかるも
のをいふ」と述べ，末野（1933）は「原の各部には古名
を「動ぎの田代」と呼ぶ處ありて，歩めば蔓橋を行くが

如く，水に浮かべるものなるを知る」と述べている．川
崎（1953）も「動ぎの田代」を使っている．阪口（1989）
は「ゆるぎの田代」，「動ぎの田代」の両表記を用いてい
る．尾瀬ヶ原以外では，阪口（1978）は釧路泥炭地の記
述で「ゆるぎの田代」を用い，スコットランドの牛の埋
没を述べる際に「揺るぎの田代」を用いた．岡田（2012）
はダートムーアの解説で「揺るぎの田代」を用い，国内
の高位泥炭地の例として青森県八甲田山の高田谷地湿原
を挙げている．このように「ゆるぎのたしろ」の漢字表
記は定まっていない．本研究は尾瀬ヶ原における地形的
特徴を述べる事から，尾瀬ヶ原に限定した場合は「動ぎ
の田代」を，一般的な名称として用いる場合は「揺るぎ
の田代」を用いることとした．該当する外国での名称も
また quaking moss（阪口 1978），Schwingrasen（阪口，
1989），feather bed，quaker, quagmire, shaking bog（岡
田，2012）など多種あり，構造や成因の多様性を反映し
ているものと思われる．
　尾瀬ヶ原における動ぎの田代の分布は明らかではな
い．武田（1930）は「上の大堀を渡って上田代に入る前

図 1： 調査地点．a）尾瀬ヶ原湿原の位置，b）上田代地区と中田代地区の位置，c）上田代地区での「動ぎの田代」
の調査地 KA1-Y と KA2-Y，d）中田代地区での「動ぎの田代」の調査地 NN6-Y の位置．国土地理院地図および
Kanai（1982）の池溏図を一部改変して作成した．
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後」と記し，川崎（1953）は動ぎの田代の例として，中
田代から上田代に入る前後を挙げている．武田（1951）
は「中田代を西にゆくに従って，一歩ごとに振動を感じ
るほど」と述べ，中田代を挙げている．中田代に多いこ
とはうかがえるが場所は明記されていない．これまでの
3 回の総合学術調査においても調査例は無く，踏査に極
めて危険が伴うためと思われる．本研究においても中田
代で 2 ヶ所（1 ヵ所は本報告の NN6），上田代で 2 ヶ所

（KA1, KA2）を認めたが，全域調査は断念した．
岡田（2012）は高位泥炭地の高田谷地湿原の揺るぎの田
代を「ミズゴケでできた風船が水でパンパンに膨らんで
いて針でつつけば破裂する直前という感触」と例えたよ
うに，泥炭の下部に水が豊富に存在することを推測して
いるが，田代の範囲や泥炭の深さ，下部に推測される水
の深さなどの構造，底質の性状や水質については報告さ
れていない．尾瀬ヶ原湿原においてもこれまで構造など
に関する報告はなく，また，動ぎの田代の「揺れの程度」
は，これまで極めて感覚的であり，揺れの程度を数値化
する試みも行われてはいない．本研究は，尾瀬ヶ原湿原
の動ぎの田代の構造と水質に関する地形的特徴を述べる
最初の報告である．

2．方法

2．1　調査地の選定
　2019 年 9 月 20 日に上田代の KA1 地区と KA2 地区を
広く踏査することにより，立ち入った際に足元が極めて
不安定で揺れを感じる 2 地点（図 1c，KA1-Y，KA2-Y）
を「動ぎの田代」の調査地とした．2020 年 8 月 25 日に
中田代の NN6 地区と NA4 地区を踏査し，同じく足元
が不安定で揺れを感じる 1 地点（図 1d，NN6-Y）を調
査地に加えた．踏査に当たっては，安全に留意し必要に
応じて救命具を着用した．上田代や中田代ではこれらの
地点以外にも足元が不安定で揺れを感じる地点が複数
あったが，詳細な地形調査はこの 3 地点で実施した．

2．2　調査地の概要
　KA1-Y の地形の概略を図 2a に示した．この動ぎの田
代は北側で小さな拠水林に接しており，地表面はその拠
水林の手前で低くなっている（図 2a, 図 3b）．この地表
面が低くなった部分にはヒツジグサ（Nymphaea 
te tragona Georgi）やミズバショウ（Lysichi ton 
camtschatcensis （L.） Schott）の生育する長径 2 m，短
径 1 m で水深 0.5 m の小池溏 P5（図 2a，図 3c）があり，
ここから地表流が生じて，拠水林の中を流れて直径 1.0 

m で水深 155 cm の小池溏 P6（図 2a，図 3d）へ流入し
ていた．この小池溏 P6 は，中田代の「竜宮」（阪口，
1989）と呼ばれる池溏と同様に，地表流が地下へと流れ
込む流入口となっていた．なお，P6 より地下へ流れ込
んだ地表水の行き先は不明である．図 2a の破線の範囲
には直径 1 m に満たないが水深 155 cm の小池溏 P4 が
あり（図 3e），他にもヒツジグサの生育する直径 0.8 m
で水深 138 cm の小池溏があった．
　KA2-Y の地形の概略を図 2b に示した．図 2b の破線
の範囲にはオゼコウホネ（Nuphar pumila （Timm） DC. 
var. ozeensis H. Hara）の生育する縦横 2 m，水深 135 
cm の小池溏 KA2-56（図 3f; 以下池溏番号は金井，
1999）があった．地表面は北東方向が低く，染み出した
水が水深 40 cm の小池溏 KA2-57（図 3g）の手前から
地表流となり，縦横 3.5 m で水深 138 cm の池溏 KA2-
58（図 3h）へ流入していた．KA2-58 は地表流が地下へ
流れ込む流入口となっており，流れ込んだ地表水の行く
先は不明である．
　NN6-Y の地形の概略を図 2c に示した．この NN6-Y
の東端には長径 2.6 m，短径 1.9 m の小池溏 P10 があり

（図 3ij），ここから地表流が生じて幅 0.8 m の流れとなっ
て下ノ大堀川まで流下していた（図 3k）．この NN6-Y
の西側の上流方向には，ドローン撮影画像により湿地溝

（リュレ Rülle）と見られる地形が確認されている（図
3l）．

2．3　調査項目とその方法
　各調査地（KA1-Y，KA2-Y，NN6-Y）では，まず始
めに「動ぎの田代」に相当する範囲の特定をおこなった．
この「動ぎの田代」の範囲を厳密に特定することは難し
く，そのため簡便な方法であるが付近を注意深く踏査し，
明らかに揺れを知覚する範囲を GPS で記録し調査範囲
とした（図 2a，2b，2c の破線の範囲，図 3a）．調査範
囲内に生育する植物種を記録した．
　動ぎの田代に立ち入った際の足元の不安定さは，地表
の沈み込みと揺れの 2 つの要素が組合わさっていると考
えられるが，軟弱な地盤に力を加えた際の揺れを測定す
ることは難しく，本研究では簡便に測定できる地表面の
沈み込み量の測定を試みた．足元の不安定さを感じる範
囲を縦断するように，KA1-Y ではライン AB，KA2-Y
ではライン CD，および NN6-Y ではライン EF のトラ
ンセクトラインを設定した（図 2）．トランセクトライ
ンでは，レーザーレベル（RL-H5A, トプコン）と水平
に張った水糸を併用し，荷重のない状態で地表面の高さ
を測定した後，ラインに接して成人男性（体重 65 kg）
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図 2：調査地の概略と各種調査の実施地点．a） KA1-Y，b） KA2-Y，c）NN6-Y．ドロー
ン撮影画像は（株）ドキュメンタリーチャンネル，藤原英史氏の提供による．
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